
平
成
１８
年
度
の
京
都
市
予
算
は
、

「
区
役
所
を
拠
点
と
す
る
市
民
参

加
に
よ
る
安
心
安
全
で
個
性
あ
る

地
域
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
６
つ

の
政
策
分
野
に
重
点
的
に
配
分
し
、

「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底
さ
せ
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
区
役

所
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
基

づ
き
、独
自
事
業
の
予
算
を
要
求
。

下
京
区
の
「
地
域
と
取
り
組
む
駐

輪
対
策
」
な
ど
の
事
業
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

下
京
区
関
連
の

主
な
事
業

個
性
豊
か
な
区
づ
く
り

◆
地
域
と
取
り
組
む
駐
輪
対
策

国
際
文
化
観
光
都
市
「
京
都
」

の
玄
関
口
で
あ
る
京
都
駅
前
周
辺

を
モ
デ
ル
地
域
に
、
住
民
・
企
業

と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
、
不
法
駐
輪
の
解
消
・
改

善
策
を
検
討
し
ま
す
。

◆
個
性
あ
ふ
れ
る
区
づ
く
り
推
進

事
業「下

京
門
前
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

や
「
下
京
区
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全

◆
下
京
消
防
署
整
備

老
朽
化
の
著
し
い
現
庁
舎
の
下

京
保
健
所
跡
地
（
五
条
通
間
之
町

東
入
）
へ
の
移
転
整
備
に
着
手
し

ま
す
（
〜
平
成
２０
年
度
）。

◆
地
域
の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成

平
成
１７
年
度
は
区
内
５
学
区
で
、

事
業
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

の
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
取
組
学
区
を
増
や
し
て
、

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。ま

ち
づ
く
り

◆
河
原
町
地
区
で
の
交
通
施
設
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進

烏
丸
・
京
都
地
区
に
続
き
、
河

原
町
地
区
に
お
い
て
「
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
移
動
円
滑
化
基
本
構
想
」

を
策
定
し
ま
す
。こ
れ
に
基
づ
き
、

交
通
事
業
者
や
道
路
管
理
者
な
ど

は
構
想
に
即
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
地
下
駅
火
災
対
策
施
設
整
備
事

業
費
補
助

阪
急
烏
丸
駅
・
河
原
町
駅
で
の

火
災
対
策
施
設
整
備
に
補
助
を
行

い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
複
線
高
架
化
事

業
京
都
駅
〜
二
条
駅
間
の
複
線
化

を
進
め
ま
す
。

◆
崇
仁
交
流
ゾ
ー
ン
合
築
施
設（
仮

称
）
建
設
事
業

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

保
健
・
福
祉
な
ど
の
総
合
的
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
整
備

し
ま
す
。

福
祉
・
教
育

◆
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
拠

点
の
整
備

高
齢
者
福
祉
の
地
域
密
着
型
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
「
松
原
の
ぞ

み
の
園（
仮
称
）」を
整
備
し
ま
す
。

◆
下
京
中
学
校
建
設

平
成
１７
年
度
に
引
き
続
き
、
尚

徳
中
学
校
跡
地
に
校
舎
建
設
を
進

め
ま
す
。

下京中学校完成イメージ
平成１９年４月開校予定

◆
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明

設
備
整
備

各
区
１
校
を
対
象
に
夜
間
照
明

設
備
を
設
置
し
ま
す
（
〜
平
成
１９

年
度
）。
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日本や世界の各地には、地震や
台風などの災害、紛争やテロ、疾
病などの恐怖にさらされ、悲しみ
や痛みをかかえている人たちがた
くさんいます。そうした人々に手
をさしのべる人間本来のやさしさ
が、赤十字運動の原点です。
日本赤十字社は、台風１４号やフ
ィリピン地滑り災害の被災地での
救援活動など広域的な活動を行っており、国内外を問わな
い献身的な活動が評価されています。５月１日から赤十字
運動月間全国キャンペーンを実施します。今年も皆さんに
社資募集へのご協力をお願いします。
� 各学区赤十字奉仕団分団長・まちづくり推進課（�３７１
・７１７０）

―平成１８年度京都市予算―

区区づづくくりりをを進進めめるるたためめにに

赤赤十十字字のの活活動動資資金金ににごご協協力力をを
PROTECTING HUMAN DIGNITY～守ろう人間の尊さを～

安安心心安安全全でで魅魅力力ああふふれれるる

こ
の
度
、
下
京
区
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
神
谷
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下
京
の
ま
ち
は
、
中
世
以
来
、

町
衆
と
呼
ば
れ
る
住
民
の
手
に
よ

り
産
業
や
文
化
が
育
ま
れ
、
ま
ち

の
自
治
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
良
き
自
治
の
伝
統
は
現
在
に

引
き
継
が
れ
、
各
種
団
体
の
活
動

を
は
じ
め
、
地
域
に
お
け
る
区
民

同
士
の
交
流
は
豊
か
で
、
特
徴
あ

る
取
組
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
私

は
、
下
京
の
ま
ち
の
特
色
で
あ
る

こ
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
生
か
し
て
、
下
京
区
基
本
計
画

に
基
づ
く
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
今
後
と
も
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
総
合
行
政
機
関
で
あ

る
区
役
所
が
、
文
字
ど
お
り
区
民

生
活
に
と
っ
て
役
に
立
つ
所
と
し

て
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
効
率
的
な
業
務
運
営
に
一
層

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
圀
寺
は
、
鎌
倉
時
代
、
建

長
５
（
１
２
５
３
）
年
に
、
日

ま
つ
ば

が

蓮
上
人
が
開
い
た
鎌
倉
松
葉
ケ

や
つ谷
道
場
、法
華
堂
に
由
来
す
る
。

政
治
が
鎌
倉
か
ら
京
都
に
移
っ

た
室
町
前
期
、
貞
和
元
（
１
３

４
５
）
年
に
光
明
天
皇
の
命
に

よ
り
、堀
川
の
西
、六
条
坊
門
小

路
の
南
、大
宮
大
路
の
東
、七
条

大
路
の
北
の
広
大
な
地
に
移
っ

た
。
昭
和
４０
年
代
に
山
科
の
地

に
移
転
し
、
現
在
は
題
目
塔
な

ど
が
残
る
。

大宮通側の
題目塔

本
圀
寺
の
あ
り
し
日
は
、
現

在
の
町
名
に
も
し
の
ば
れ
る
。

「
北
門
前
町
」
は
松
原
通
の
南

の
町
名
で
、
本
圀
寺
の
北
に
位

置
し
た
こ
と
に
由
来
。
北
門
前

町
の
南
に
位
置
す
る「
柿
本
町
」

は
、
境
内
に
あ
っ
た
柿
本
人
麻

呂
を
ま
つ
る
「
柿
本
社
」
か
ら

き
て
い
る
。

た
っ
ち
ゅ
う

ま
た
、本
圀
寺
の
塔
頭
林
昌

院
の
墓
地
に
、
赤
穂
浪
士
小
野

た
ん
じ
ょ

寺
十
内
秀
和
の
妻
丹
女
の
墓
が

あ
る
。
十
内
は
、
浅
野
家
の
京

留
守
居
役
を
勤
め
、
夫
婦
で
京

の
和
歌
を
学
ん
で
い
た
。

つ
ま

「
夫
や
子
の
ま
つ
ら
ん
も
の
を

い
そ
が
ま
し
何
か
こ
の
世
に

お
も
ひ
置
く
べ
き
（
夫
や
息

子
が
待
っ
て
い
る
の
で
急
ぎ

ま
し
ょ
う
。
何
も
こ
の
世
に

思
い
残
す
こ
と
は
な
い
の
で

す
。）」

は
、彼
女
の
辞
世
の
歌
で
あ
る
。

�
本圀寺跡（堀川通五条下る）
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就就
任任
のの

ごご
ああ
いい
ささ
つつ

下京区長
神谷俊昭

麻
し
ん
（
は
し
か
）
と

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
１

回
ず
つ
の
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か

ら
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

２
回
接
種
に
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た
。
平
成
１８
年
３

月
ま
で
に
両
方
ま
た
は
ど

ち
ら
か
一
方
の
単
独
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
方
及

び
ど
ち
ら
か
一
方
の
病
気

に
か
か
っ
た
方
は
、
新
制
度
に
よ
る
対
象

年
齢
で
あ
っ
て
も
１
期
ま
た
は
２
期
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

な
お
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
は
、
希
望
に
よ
り
任
意
で

単
独
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
市
で
は
、
平
成
１８
年
度
の
経
過
措
置

と
し
て
、
未
接
種
で
あ
る
方
の
単
独
ワ
ク

チ
ン
を
無
料
で
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
公
費
負
担
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

健
康
づ
く
り
推
進
課
（
�
３７１
・
７
２

９
１
）、
市
地
域
医
療
課（
�
２２２
・
３
４
２

１
） 麻しん・風しんの

予防接種が変わりました

注意 発熱している人や重篤な急性疾患にかかっている人などは予防接種を行うことができません。

３００円
（免除
あり）

協力
医療
機関

通年

９歳～１３歳未満（標準は９歳）１回２期

日本脳炎

３歳～７歳６か月
（３歳で初回、４歳で追加の接種が望
ましい）

初回：１～４週間間隔で２回
追加：初回接種終了後、おお
むね１年後に１回

１期

無料

５歳～７歳未満
（小学校就学前１年の間）１回２期

麻しん（はしか）
・風しんの混合
ワクチン

生後１２か月～２歳未満１回１期

１１歳～１３歳未満（標準は１１歳）１回２期

百日せき
ジフテリア
破傷風
（三種・二種混合）

生後３か月～７歳６か月
（初回は１歳までの接種が望ましい）

初回：３～８週間間隔で３回
追加：初回接種終了後、１２～
１８か月の間に１回

１期

保健所４・
１０月

生後３か月～７歳６か月
（１歳６か月までの接種が望ましい）６週間以上の間隔で２回ポリオ（急性灰白髄炎）

通年生後６か月未満１回ＢＣＧ

料金場所時期接種対象年齢接種回数種 類

定期予防接種のお知らせ

N

題目塔 

丹女の墓 
五条通 

大
宮
通 

淳風小 

堀川署 

林
昌
院 

堀
川
通 

題
目
塔 

猪
熊
通 文 

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１２４号 平成１８年４月１５日


